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「是 」に か ん す る若 干 の 疑 問

川 上 久 寿

「是 」にか んす る若干の疑問 とはわが国で出ている中国語語法書 の 「是」

の説 明にたいす る若干 の疑問 とい うことであ る。

私 は さきに ソ連 において50年 代末か ら60年 代 のは じめにかけて発表 さ

れ た 「是」の 研究論文 を紹介 した。 それ は 今か ら 二十数年 も前 の もの とは

思われ ないほ ど現在 で もなお立派 に通用す るものであ り,新 鮮 さを もってい

る。それには人を して頷か しめ るものが許多あ り,私 の よ うに不勉強 な もの

は大 いに啓発 され た もので ある。それにつけて もわか らないのは,わ が学会

の主流 の 「是」にた いす る見方,考 え方であ る。それにつ き私の疑問 とす る

ところをわ りと最近 にわが国で 出版 された中国語語法 の書物でみてゆ くこと

にす る。

ひ とつは,《 中文語法》(大 修館書店,1970)で あ る。 この書物 の判断詞

shi`是'(2)の 個所には 次 の ように 書いてあ る。

「描写 ・叙述陳述にshiが 加わ ると,判 断の ニ ュア ンスが濃 くなる。

弥是 打了他?

可不是,我 是有点几累 了。」

この原文 には併 音字母がついているが この引用では略 した。 また このほ

か にもまだ例文が あげ られ てい るが,そ れ も略 した。私は形容詞 と動詞 の前

に 「是 」のあ るば あいの説 明を求めたか ったのだけれ ど残 念なが ら期待はず

れ だ った。 「描写 ・叙 述陳述 にshiが 加わ ると,判 断の ニ ュアンスが濃 くな

る」 とは どうい うことか,私 にはわか らない。 形容詞述語文,動 詞述語文に

も 淡 い最が ら 判断の ニ ュアンスが あるとい うことなのだろ うか。 この書物

は 「是」 のもつ区別 ・強調的働 きについ ては一 言 もふれ ていない。 「是」 の

そ うい う働 きを 否定 しているのか も しれ ないが,私 には 納 得がゆか ない。
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「是 」 に は 明か に 区 別 ・強 調 的 機 能 が あ る。 そ の 色 々なば あ い に つ い て は後

に記 す 。

次 に 《中 国語 と英 語 》(大 原 信一 著,中 国語 研 究 学 習双 書,第14巻,光

生館,昭 和48年)の 「是 」 に か んす る説 明 を 見 てみ よ う。

この書 物 の 「是 」 と 動 詞 文 ・形 容 詞 文 とい う 個 所 には 次 の よ うに 見 え

る。'

(1)「 是 」 に よ る強 調

「是 」 は動 詞 の一 種 で,と くに 「判 断詞 」 と よばれ る。 これ に比 較 的近

い の は英 語 のbeで あ る。beを 純 粋 な連 結 詞(copula)と す れ ば,「 是 」 は

beと 同 じ よ うな 連 結 詞 的 なは た らき を しな が らも,こ の動詞 の 本来 的 な意

味 を も倉 わせ も って い る。

「是」の基本的用法 は,名 詞述語文 において 後続の名詞 と 「複合述語」

を構成 し,「 主題が どんな ものか」,「 どんな範疇 に属す るか」の判断 をす る

ことであ る[新 辞典,74頁 コ。

中国語の動詞 ・形容詞はそれ ぞれ 自分 自身 で述語 にな りうるが,そ の前

に 「是」がおかれ ることがあ る。 この場合 も 「是」 は後続す る動詞 ・形容詞

とともに複合述語を構成 し,「 主題に対 して と くに強い関心 を もって,そ の

性状 ・動作を判断 している。」[同 上]。

a)対 照

1.他 是策,不 是杯。

Heisstupid,notwicked.

2.他 的介几是根大,不 迂身体不大好。

Hisbuildisquitebig,onlyhishealthisnotverygood.

3.我 是幼祢,不 是鴛像。

Iamgivingyouadvice,notscoldingyou.

4.我 現 在 是 説 話,不 是 打 架 。'

Iamnowtalkingandnotquarreling.

強勢のおかれ ない 「是」・「不是」 は,あ る種 類の対照を示 すために現わ
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れ る。 強勢 の おか れ る場 所 の違 いに よ っては,、次 の よ うな違 いが み られ る と

い う[Grammar721頁]。

5.他 是 累,不 是 困。(対 照)
● ●

且eistired,notsleepy.

6.他 是 累,不 是 不 累 。(主 張)
o

Heistired,notuntired.

5で は 「累 」 と 「困」 を並 べ て,意 味上 の重 点 は両 方 にか か ってい る。

6で は 「累 」 を つ よ く主 張 す る。

b)強 意'

1.他 是 優 嚇。
●

Heisstupid!

2.迭 本 書是 根有 意 思。　
Thisbookisveryinteresting.

3.他 是 今 天 来 。■
Heiscomingtoday.

つ よい 強勢 を もつ 「是 」 は次 に くる語 句 を強 調 し,そ の文 が 「主 張 」 で

あ る こ とを は っき り示 す。 つ よ く下 降 調 に 発 音 され る場 合 の 「是 」 は,英 語

のisに 重 い強 勢 を 与 え るの と よ く似 て い る。'

4.他 是 明天 去 。

Heisgoingtomorroω.

5.他 不是明天走。

Heisnotleavingtomomow.

6.他 明 天 是 到 中 国 去 。

HeisgoingtoChinatomorrow.

7.不 是 我 不 要 来,是 他 不 託 我 来 。

NotthatIdidn'twanttocome,but(itwasthat)he

didn'tletmecome.

「是 」 は また4,5,6の よ うに 英 語 の 強 調 形 式it.is…thatと よ く似 た
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方 法 で,次 に く る 語 句 を 強 調 す る 。

他 是 今 天 来 。

It'stodaythathe'scoming.lHe'scomingto4αy.

7は 「是 」 がitisthat…(「 不是 」 な らnotthat…)の よ うな意 味

で,文 頭 に おか れ てい る場 合で あ る。

以 上 が 《中 国 語 と英 語》 の 「4.「是 」 と動 詞 交 ・形 容詞 文 」 の 「(1)「是 」

に よる強 調」 の全 文 で あ る。

さきに みた 《中 文 語 法 》が 「是 」 の区 別 ・強 調 的 働 きを全 く無 視 してい

る のに た い し,《 中 国語 と英 語 》 は か な りの 程 度 「是 」 の 区別 。強 調 的 働 き

に 説 明 を加 え て い る。 《中 国語 学新 辞 典 》 も強 調 の働 きは 認 め て い る。 も し

この働 きを無 視 して一 概 に判 断 詞 と して 「是 」 の語 法 的 働 きを初 学 者 に 教 え

る な らば,学 習 者 は 中 国語 を読 む に せ よ書 くにせ よ,す べ ての 形 容 詞 述 語文,

動 詞 述 語 文 に 「是 」 を 加 え る こ とに、もな りかね な い。 それ は初 学 者 に混 乱 を

ひ き お こ させ るに違 い なか ろ う。 《中文 語 法》 の筆 者 が コ トー ワの批 判 す る

「是 」 の 同一 性 の理 論 に 立 つ のは一 向 に差 支 え ない ことだが,「 是 」 の強 調 的

働 きに一 言半 句 もふれ な い とい うこ とは 私に と って ど う して も腋 に おち な い

こ とで あ るば か りか,学 習 者 に た い して も不親 切 で は あ る まい か。

そ こで私 は 中 国語 の教 師 と して初 学 者 のた め に 「是 」 の区 別 的 ・強 調的

働 きにつ い て述 べ な けれ ば な らな い。

上 に 引用 した 《中 国語 と英 語 》 か らの七 つ の例 を この本 の著 者大 原 教 授

の言 葉 『つ よい 強勢 を もつ 「是 」 は次 に くる語 句 を 強 調 し…』 に よ って 見 る

と強 調 され る語 句 は次 の よ うに な る。1で は 「優」,2で は 「根 」,3で は

「今 天 」,4で は 「明天 」,5で も 「明天」,6で は 「到 中 国」,7で は 「我 」

と 「他 」 とな るは ず で あ る。 しか し 筆 者 の意 図 が そ うで な い のは 明か で あ

る。1,2,3は 除 外 して い る。 そ れ は1で は,「 他是 優 嚇 。」Heisstupid!
0

2で は 「迭 本 書 是 根 有 意 思 。」Thisbookisveryinteresting.3で は,

「他 是 今 天 来 。」Heiscomingtoday.と な っ て い て,漢 語 で は 是,英 語 で

はisが 強 調 され て い る か ら で あ り,こ の あ と さ ら に 大 原 教 授 の 『つ よい 強
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勢 を もつ 「是 」 は次 に くる語 句 を強 調 し…』 とい う言葉 が つ づ い て,そ の例

と して4,5,6,7の 例 が あ げ られ て い るか らで あ る。 つ ま り,1,2,3は

「是 」 が後 続 す る動詞 ・形 容 詞 と ともに 複 合述 語 を構 成 し,「 主 題 に対 して と

くに 強 い 関心 を も って,そ の性 状 ・動 作 を判 断 して い る」 い わ ゆ る判 断 詞 と

しての 「是 」 の例 と してあ げ られ て い る こ とは 自明 の こ とで あ る。 そ うす る

と,お か しな こ とに な る。3の 「他是 今 天 来 。」は主 題,つ ま り 「他 」 に対 し

て と くに強 い関 心 を も って,そ の動 作 「来 」 或 い は 「今天 来」 を判 断 してい

る。 と ころが,4の 他 是 明天 去。HeiSgoingtomor70ω ・は英 語 でtomomoω

とイ タ リック体 に な って い るの を 見 て もわか る よ うに 「明天 」 が 強 調 され て

い る。 ど うして3の ば あ い は 「是 」 が 強 調 され,4の ば あ い は 「明天 」 が 強

調 され るのか 。 も し他 の例,た とえば 「我 是 今 天 来 。」 「我 是 明天 去 。」 とい

うよ うなば あ い は い った い ど うい うこ とに な るの か,4の ば あ い は 「是 」 が

つ よい強 勢 を もち,3の ば あ い は 「是 」 が 軽 声 だ とい うこ とに な るの だ ろ う

か 。

こ こで,大 原 教 授 の 引用 され た 《中 国語 学 新 辞 典 》(大 原教 授 に な ら っ

て,以 後 《新 辞 典 》 と略 す)を 見 てみ よ う。 この 《新 辞 典 》 は わ が 国 の 中 国

語 学 界 を代 表 す る権威 あ る もの と称 して差 支 え な い も の であ る。 そ こで 世 界

中 の 中 国語 学 者 に周 知 して い ただ きた い た め に判 断 詞 の項 目に か んす る記 述

を全 部 次 に 引 用 す る。

判 断 詞pandubnci[判 断 詞 ・連 結 詞 ・繋 合詞][copula]

判 断 詞 は,話 し手 が主 題 に対 して強 い関 心 を も って,あ る判 断 を くだ す

時 に用 い られ る語 で あ り,「 是 」 の一 語 の み で あ る。 「判 断 詞 」 とい うの は,

《初 中 課 本 ・漢 語 》 が使 って い る用 語 で,動 詞 の付 類 とな って い る。

「是 」 の文 法 的特 徴 は次 の とお りで あ る。

(1)単 独 で文 を な し,問 に答 え る こ とが で き る(「 迭 是 弥的 囑?是 。」)。

(2)否 定 に は 「不 」 を用 い,肯 定 ・否 定 の重 ね 方 式 で疑 問 を表 わ す 。

(3)動 詞 の各 種 の 変化 形 式 を もた な い。

「是 」 に は 次 の よ うな用 法 が あ る。
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1)a.「 我是 好人。」

b・ 「過魯南抗 日遊撃区時,正 是 夏天 。」

上文 の 「是」は,後 続 の名詞 と合成謂 語を構成 し,aで は主題が どんな もの

かの判断を,bで は主題 が どんな範疇 に属す るか の判断を してい る。

2)a.「 他也是難受呵」 「誰也不是天生下来就壊!」
●o

b.「 天下是変 了,変 了!」 「大 寄!是 童 壁 唱?」
● ●

a・bに おけ る 「是」 と後続の形容詞 ・動詞 とで構成 された 合成謂語は,主

へ

題 に対 して と くに強 い関 心 を も って,そ の性 状 ・動 作 を 判 断 して い る。 この

場 合 「是 」 は重読 され る。

3)「 就 是 像 胆 子 小!:「 是 」 が 文 頭 に くる場 合 で(こ の例 では,「 是 」 の
■

前 に さ らに 「就 」 が あ る),「 就是 」 は 「像胆 子 小 」 を強 調 して い る。

4)「 説 得 是 胸!」:文 末 に くる場 合 で,適 正 を 表 わ して い る。
●

5)「 街 上 全 是 泥 。」:存 在 を表 わ す 。

6)「 悠就 是 迭一一一句 野?」:主 題(悠)と 謂 語(迭 一・句)と が 同一 で な いが,
●

これは 中国語 の 簡素化 された表 現で"あ なたは,そ れをいいたか ったんだ

ね"と い う意味。

7)「 汽車来来往往有的是 …。」:「有 的是」は 同様に使 われ る 「多的是 」 と
む くひ 　

と もに 「多 」 の意 味 を表 わす 。

と ころで,「 是 」 は語 法 上"判 断詞"の ほ か に"繋 詞"(王 力 《中 国現

代 語 法 》・"同 動詞"(黎 錦煕 《新 著 国 語文 法 》)・"動 詞"(科 学 院 語 言 研 究

所 語 法 小 組 《語法 講 話 》)な ど とい うと らえ 方 もあ るが,こ れ らは いず れ も

現 象 の説 明に論 理 的難 点 を も っ てい る。 す なわ ち,"繋 詞"は,用 法3・4

の よ うに 前 か 後 か に連 繋 す る もの が な い も のの 説 明 がむ りに な る し,"同 動

詞"(英 語 の"be"動 詞)は,「 是 」 の後 に 動 詞 が おか れ る場 合 も多 い 中 国

語 には ぴ った りしな い。 「動 詞」 とす る 《語 法 講 話 》 で は,「 是 」 の後 の名

詞 ・代 詞 を 賓 語 と しなが ら,後 に形 容 詞 ・動 詞 が きた ときに は,「 是 」は 「的

確 ・確 実 」 の意 味 だ とい ってい るだけ で,そ れ が どん な範 疇 に 属 す るか は ま

った くふ れ て い な い。
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以上が 《新辞典》の述べ る ところであ る。 《新辞典》 を読みな お した う

えで,ま た 《中国語 と英語》に も どろ う。強意 の個所 で4の ば あいは 「是」

がつ よい 強勢 を もち,3の ば あいは 「是」が軽声だ とすれば,《 新 辞典 》の

説 くところ と くいちがいが 出て くる。 《新辞典》は形容詞 ・動詞の前にあ る

「是」は重読 され るとい ってい るか らであ る。 《中国語 と英語》 が 《新辞典》

に拠 って書かれ てい るとすれば,こ れ またおか しな ことになる。私にわか ら

ないのは以上 の よ うな点である。 ご教示 を賜われば大変 あ りがたい。

それ に も うひ とつ 私に よくわか らないのは,「 つ よい強勢 をもつ 「是」

は次に くる語句を強調 し…」 の語句であ る。 これを語 と句 と解釈すれば,つ

ま り,句 を構成す る言語単位 としての語 と文 を構成す る言語単位 と しての句

と解釈すれ ば,4,5,6,7の 例で強調 され る語句 は,ど れか とい う問題であ

る。4の ば あい 「明天」 とされ てい るが,「 明天去」 で も 差支 えな さそ うに

みえ る。5の ばあい も同 じく 「明天」 と 「明天走」,6で は 「到 中国」 と 「到

中国去」 とみ られ る し,7の ばあいにな ると 「我」と 「他」であ って,「 我不

要 来」や 「他不註 我来」は語句でな く文 であるか ら強調 されない。以上の よ

うな ことになるのではあ るまいか。

ここで ソ連 の中国語学者 ア ・ヱフ ・コ トー ワ教授 の説を思 いお こす必要

があ る。 このひ とは次 の よ うにい う。

小呉,是 像回来了?是 我。

この文 で疑問を表 わす基本的方 法はイ ン トネーシ ョンであ る。疑問文で

疑問を表 わす のは常に重読或 いは特殊な補助詞 である。 この文 で疑 問 の意 味

の中心 にな ってい るのは 「弥」であ る。それはその前 にあ る 「是 」に よって

区別 され る。 「是 」がなけれぽ疑 問の意 味の中心は 「侮」か 「回来了」にな

る。 しば しば重読 は述語 にある。 …

したが って,文 中に補助詞 「是 」のあ るばあい文 はただひ とつ の解釈 を

もつ,つ ま り,そ の前 に 「是 」のあ る 文 の成分が意味 の中心 になる。 した

が って,「 是 」 の役割はそ の前に 「是」 のある 文の成分 を区別す る ことにあ

る。

ま
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以 上 が コ トー・ワ説 で あ る。 この説 に拠 って 《中 国語 と英 語》 の強 意 の例

七 つ を み て み る と,1は 「優 」,2は 「根」,3は 「今 天 」,4は 「明天」,5は

「明天 」,6は 「到 中 国」,7は 「我 」 と 「他 」 に な る。1,2,3は 別 と して,

4,5,6に つ い て は両 者 の見 る ところは一 致 し,7だ け が ち が う。 英 文 か らみ

る と,強 調 され るの は 「我 不 要 来 」 と 「他不 註 我 来 」 の よ うだ け れ ども,こ

れ らは語 句 で は な く文 で あ る。 語 句 とは い つた い何 か,そ れ が 私 に は わ か ら

な い。

これ に 関連 して お も しろい こ とを望 月八 十 吉教 授 が 書 い てい る。 望 月教

授 はそ の著 書 《中 国語 学 習 の ポ イ ン ト》(昭 和45年,光 生 館)中,「 是 」 と

の関 係 の項 で次 の よ うに い う。

「迭 是 書 。」 の よ うに 名詞 が述 語 に な ってい る場 合 に は 「是 」 を 省略 で き

ませ ん が,動 詞(あ るい は形 容 詞)が 述 語 に な ってい る とき には,普 通 「是 」

を使 い ませ ん。

① 我 今 天 去。

② 這 李 根好 。

しか し 「是 」 を 使 うこ と もで き ます。 た だ し 「是 」 を ど こに入 れ るか に よっ

て,く は〉 を使 うか くが〉 を使 うか が決 ま ります 。

③ 我是 今 天去 。 〈私 は 今 日行 き ます 〉

③'我 不 是 今 天 去 。 〈私 は今 日行 くの で は あ りませ ん>
o● ●

④ 今天是我去。 〈今 日は私が行 きます〉
● ● ●

④'今 天 不是 我 去 。<今 日は 私 が 行 くの で はあ りませ ん>
o● ● ■

⑤ 是 迭 ノト根 好。 くこれ が よい です 〉

⑥ 迭 ノト是 根好 。 〈これ は た しか に よい で す 〉
● ●

③ ～ ⑥ か らわか る よ うに,主 語 が 「是 」 の前 に あれ ば くは 〉 とな り,後 に

あれ ば 〈が〉 とな ります 。 そ して意 味 上 の重 点 は 「是 」 の 後 の要 素 に あ りま
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ 　 　 　 　 　 　

す 。(傍 点 は 川 上)望 月 教 授 が 要 素 とい っ て お られ る も の は コ トー ワの い う

成 分 と お な じ こ とでqJleHnpeZIJIo》KeHnz,英 語 のpartofthesen七enceの

こ と で あ り,私 は 望 月 説 に 賛 成 す る。
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そ こで,も うい ち ど7に つ い てみ る と,〈 私 が 来 た が らな い ので は な く,

か れ が 私 を 来 させ な い ので す 〉 とい うこ とに な り,「 私 」 と 「かれ 」が 強 調 さ

れ る こ とに な る。 した が っ て,《 新辞 典 》 の3)「 就是 弥 胆子 小!」 とい う例

で,「 就是 」 は 「像 胆 子 小 」 を強 調 してい るの で は な く,「 伽 」 を強 調 して い

るの で あ る 。 この よ うに名 詞,代 名詞 が 強 調 され る例 を あげ れ ば い く らで も

あ る。 た とえ ば,

1.毛 主 席 呵,毛 主 席!是 悠,把 一 介在 旧社 会 元 依 元 算 的 苦核 子 救 出

了苦 海:是 悠,把 一 杢不 憧 事 的 娃 娃 培 養 成 為 共 序 党員 。(迎 着 朝 阻,人 民 文

学 出版 社,1975,北 京,44頁)

2.我 変 了?不!是 像 変 得 契上 出角 了!(新 課 堂,上 海人 民 出版 社,

1974,上 海,4頁)

3.郡 参 謀!是 …是 侮 回 来融!(同 上,7頁)

4.寒 冬 膳 月,是 多来t門掩炉 王 彩並 搭 上 了一 条 魚船,星 夜 瓢 泊 到 了江 海

島,剛 逃 堆到 河 北 村,大 興 就 落 生 了…是 素 不 相 枳 的 老 貧衣 阿 林 伯 把 母 子偏 杁

破 店 里 接 到 自己 家 中,供 養 着;…(同 上,134頁)

5.我 了解 小 立,他 以 前 不是 達神 恣度,是 張仁 在 揚 鬼 。(同 上,148頁)

6.望 着 迭一 群 朝 『 蓬 勃 的 青年,我 不 禁 粛 然 起敬:是 他 椚,為 建設 迭 原

先 荒 莞 的江 灘 貢献 出 自己 宝 貴的 青 春!(同 上,172頁)

7.我 椚 是 中 国人 民解 放 軍,是 像椚 自己 的 駄 伍 回来 了 。(鋼 鉄 洪 流,上

海 人 民 出版 社,1973,上 海,204頁)

8.像 忘 了?四 年 前,是 侮 帯 人 焼 了我 家 的 漁船,是 像余 死 了我 的 父 母 。

(同 上,211頁)

9.他 突 然 想 到会 不 会是 原 料 成分 笈生 了変化 泥?(同 上,339頁)

10.杜 子 強 突 然 姑起,正 要 炭 作,一 看 面前 姑着 是 自己 的 師傳 取 福 坤,便

柾 住 了 。(珍 泉,上 海 文芸 出版 社,1973,上 海,9頁)

以上 の例 の うち,1の 「是 」が 「恋 」を強 調 して い る こ とは 明か であ る。

「毛 主 席 阿,毛 主 席!」 は呼 びか け の言葉 で あ って,主 語 で は な い 。「毛 主 席

是 悠 」 で は文 を な さな い 。「悠 」の あ とに は な お 逗 号が あ るか ら 「悠 」の強 調
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され て い る こ とは 明 明 白 白で あ る。2の 「是 」は コ ンテ クス トか らみ て 「祢 」

を強 調 してい る ことがわ か る。3の 「是 」 は コ トー ワが 引 いた 例 「小 呉,是

像 回来 了。」 と 同様 で あ る。4の は じめ の 「是 」 は 「寒 冬 膳 月」 を 主 語 と し

て い な い こ とは 明か であ る。 「多i妾1門」を強 調す る。 「是 素 不 相 枳 的」の 「是 」

は形 容 詞 の 「素不 相 枳的 」 を強 調 す る。5の 「是 」 も文脈 か ら 「張 仁 の や つ

が おか しいの だ」 とい うこ とが わか る。6の 「是 他椚,」 は1の ば あ い とお な

じ。7で は 「我 椚 」が 「是 弥 椚 自己的 臥 伍 回来 了」の主 語 に な るは ず が な い 。

8の 「是 弥 」も 「お まえ こそ が」 とい って い る ので あ って,「 是 」が 判 断詞 で

「像 」 や 「四年 前 」 が 主 語 とい うこ とに は な らな い。9で は 「原 料 成 分 」 は

確 か なはず な のだ が,「 そ の原 料 成 分 が 」 の意 で あ る こ とは 文 脈 で わか る。

10で は 「自己的 」 が 強 調 され る。 「是 」 が判 断 詞 な らばr姑 着 」の次 に 「的 」

が くるはず で あ る。

以上 に名 詞 ・代 名詞 を強 調 す る 「是 」 の例 を あげ た。 次 には 形 容 詞 ・動

詞 を強 調す る 「是 」 の例 をあ げ よ う。

1."老 辛 大 寄,有 件 事 像 迩 記 得 肥!那 年 弥椚 遊 山,有 人給 老7央 摺 下

一 包 山参 ,有 迭 仏 回 事 ロ巴?"老 辛 美尋 思 了一 下,連 声 説:可 不!是 有 迭 仏

回事。(千 重 浪,人 民 文 学 出版 社,1975,北 京,211頁)

この例 で は 「是 」 が 「有 」 とい う動詞 を強 調 してい る。 「そ うい うこ と

が あ った ろ う?」 とい う問 い にた い して 「た しか にそ うい うこ とが あ りま し

た 」 とい って い るので あ って,「 是 」 と 「有 」 が 合 成 謂 語 を つ く り,主 題 に

対 して と くに強 い 関 心 を も ってそ の性 状 ・動 作 を判 断 してい るの で は ない。

そ もそ も主 題 が ない のに と くに強 い関 心 を もて るはず が な い。

2,"我 是 説 像 剛 回 来,家 里 又 只 剰 嬬一 イ'人"。(同 上,221頁)

この ば あ い な ど 「我 」 とい う主 題 に た い して 「是 説 」 とい う合 成 謂 語 は

ど うい う性 状 ・動 作 を 判 断 して い るのか。 「是 」 が 「説 」 を強 調 してい る と

み た ほ うが妥 当で は あ る まいか 。

3,像 是 説,我 対 鉄 給 大 猷 的看 法 囑?(同 上,378頁)

この 例 な どは名 詞 の 強調 の 「是 伽 」 の動 詞版 とみ て よい。
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4.不,我 也没見迂。是所我椚「里来迭里看違病的老師傳説,有 介魯 明

的眼科医生,本 事大,恣 度好 。(珍 泉,上 海人民出版社,1973,上 海,327頁)

この例で も 「是折」の主題が見 えない,主 題に強い関心 を もつ以上は主

題があ らわれ ていなけれ ばな らぬはずであろ う。

5.胡 大文 小方,真 的己経長膜 了鳴?

方秋英 是 長膜 了。 …(同 上,368頁)

このば あい主題は影 も形 もない。

6.鄭 指揮的車升得是 好冴!(新 課堂,上 海人民 出版社,1974,上 海,

98頁)

この例では 「車」が主語 で主題,「 汗」が述 語で 「是好」は 「得」に ょっ

て 導かれた 補語 とみ るべ きでは なか ろ うか。 このばあい 「是」は 「根」や

「確実」 の働 きとほぼおな じであ る。

次には形容詞の例をあげ る。

1.唐 掌(高 興地)白 「長,我 椚的方案像看 了?

白豆舟 看違了,問 題不少ロ巴?

唐隼 問題是不少,可 我假都 訂出了具体解決的措施和亦法。(剛

鉄洪流,上 海人民 出版社,1973,上 海,17頁)

この例 な ど判断 とみて もよいか しれ ないが,強 調 とみたほ うが文脈か ら

して至当 と思われ る。

2.漏 濤(揺i美)活 的不易採住!…

小陶,是 不 易,…(同 上,133頁)

この例で は と くに強い関心 をもたれ るべ きはずの主題 はない。 また合成

謂語だ とすれば 「不」 とい う否定 の副詞 は謂語 の前に くるはず なのに合成謂

語の真中にあ るのは どうした ことだ ろ う。 この例 な どは 「主題 に対 して と く

に強い関心 を もって,そ の性状 ・動作を判断 している」 もの とはいえない。

以上に主 と して名詞 ・代 名詞 ・動詞 ・形容詞が 「是 」に よって区別 ・強

調 され るばあいをみた。強 調 され るものは 「是 」の次にあ る文 の成分であ る

か ら介詞構造や副詞その他の ものもそ の中に含 まれ る。そ の例をあげ てみ よ



(12) 人.文 研 究 第51輯

う。

1.天 暗 看 不 清 去 向,佑 計是 往 山 那迦 胞 去 了!(珍 泉,236頁)

この文 章 は,馬 の逃 げ た方 向 を尋 ね た 人 に対 す る答 で あ る。 このば あ い

は文 脈 上 「往 山那 辺」 とい う介詞 構 造 が強 調 され る。

2。 我 是 為 像着 想 。(大 塞 人 的故 事,上 海 人 民 出版 社,1973,上 海,6頁)

3.我 是 把 話 説尽 了,折 不 折 在 像!(千 重 浪,251頁)

2も3も この文章 だ け を見 ず に 文 脈 か らみ れ ば 介 詞構 造 の強 調 され て い

る もの と思 わ れ る。

4.今 天重 温 毛 主 席 迭一 教 尋,是 多 仏令 人 深 思,…(千 重 浪,265頁)

5.我 看伽 是 逆 分 緊 張了 。(珍 泉,367頁)

6.二 十年 来,我 是 真 想 像 胸!(珍 泉,57頁)

7.近 来,我 感 到 伽 的 思想 是 有 些 倒 退 了。(新 課 堂,123頁)

4,5,6,7は 副詞 を強 調 してい る 「是 」で あ るが,《 新 辞 典 》 な どの 筆者

に よって 判 断詞 と され てい る もので あ る。

この ほか 「是 」 は助 動 詞,持 続 継 続 を表 わす プ レ フ ィクスの 「在 」 や 疑

問 詞 な どの前 に もつ く。 た とえば,

1.看 祥 子 鬼 子 明天 是 要 来 。(磯 山夙 云,上 海 人 民 出版 社,1972,上 海,

153頁)

2.問 得 有理,是 該 好 好 盤 問 盤 問 他。(千 重 浪,499頁)

3.我 是 在 執 行 任 務 。(珍 泉,190頁)

4.像 今 天是 急 仏 了?(同 上,192頁)

1で は 「是 」 が 「要 来 」,2で は 「該 好 好 盤 問 盤 問」 を,3は 「在執 行」

を,4で は 「急 仏 了」 を 強 調 す る。

「是 」 は また語 尾 と して 副詞 に つ くか ら,そ の ば あ い と 強 調 のば あ い と

区別 の つ か な い こ とが しば しば お き る。 「簡 直是 倣 夢 」 とい う文 で,「 簡 直

是,倣 夢 」 か,そ れ とも 「簡 直,是 倣 夢 」 で あ るか は発 音 を しな けれ ば わ か

らな い。 しか し次 の よ うな文 で は 明瞭 に 区別 され てい る。 「現 在,是 我椚 起

不 上 侮 。」
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最後に,コ トー ワ教授 にお尋 ね したい ことがある。それは次 の よ うな例

のば あい どんな成分が強調 され るのか とい うことである。

像是在力誰倣貢献,為 誰度青春?(珍 泉,207頁)

「在」か,「 在力誰倣」か,そ れ とも 「在力誰倣貢献」か。 「着」は動詞

の後に密着 していてその間 に他 の成分 の入 ることを 許 さないが,「 在」は こ

の例 の ように 「力誰」 とい う介詞構造を動詞 の前 においてい る。 この ように

動詞にたい して密着性 のない 「在」が 「是」 の次にあ るときは 「在 」の次 に

位置す る成分つ ま り 「力誰」が強調 され るのでは なか ろ うか,そ れは次 に く

る 「力誰度青春?」 に よって推察 され る。 こ うい う例 はほかに ないわけでは

ない。

我以力是 在力侮打抱不平,原 来却是抱住 了資芹阯級迭条命根子 胸。(珍

泉,362頁)

これ はあ くまで も私 の仮説であ る。大方 のご教示 を賜 わ りたい。




